
主な要求課題 

・月例給・一時金の改善 

・「給与制度の総合的見直し」実施阻止 

・高齢層の職責に見合った給与配分、勤務意欲の維持 

・自己負担軽減のための手当改善（通勤、単身赴任等） 

・恒常的超過勤務の縮減、不払い残業の一掃 

・次世代育成支援のための休暇制度等の充実 

・雇用と年金の接続（定年延長・再任用）の確立 

・労働安全衛生体制の充実 

・ハラスメント対策、特にパワハラの防止策の実施 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

岩手県地方公務員共闘会議（議

長 砂金良昭岩教組委員長）は、

８月24日人事委員長あてに要請

書を提出し、今年の人事委員会

闘争をスタートさせた。 

要求書は月例給・一時金の改

善、給与制度の総合的見直し阻

止、自己負担解消となる通勤・

住居・単身赴任手当の改善など

の 13 項目を掲げ、職員の賃金・

労働条件の改善勧告を求める。 

要求書提出に当たり、砂金議長から「復興の課題がクリアされていないうちに国

追随の総合的見直しを行うのは反対である。今回の要請書の内容を踏まえた人事委

員会での検討をお願いする」と要請し、佐藤人事委員会事務局長からは、「民間調

査結果による分析・検討をスター

トさせたばかり。今回の要請は人

事委員会に報告する」と述べた。 

地公共闘では、当面する取り組

みとして、「大型ハガキ」「要請打

電行動」や、交渉に状況により、

「大衆行動（座り込み）」を配置

することを確認している。 

今後、人事委員会闘争に向け、

体制の強化と、多くの組合員の結

集を呼びかけていく。 
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人事委員会勧告

へ向け、支部・分

会学習を実践し

よう。たたかいへ

向けた体制を強

化しよう。 
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要請書を手渡す砂金議長（右）と、それを受け 

取る人事委員会 佐藤事務局長（左） 



 

 

 

 

 ８月 23 日投開票の盛岡市議会議員選挙において、県職労推

薦候補である「中村とおる」さんは、2,070 票を獲得し２期

目となる議席を守った。 

 また、同選挙では、平和環境岩手県センターが推薦した「細

川光正」さん、「竹花せい子」さんも議席を獲得し、盛岡市議

会では３人で協力し政策を展開していく。今後の政策実現に

向け、活動が期待される。 

改めてご協力頂きました皆さんに感謝申し上げる。 

  

 

８月 20日告示の知事選挙は現職の無投票当選となった。当初立候補を表明していた平野氏が

突然取りやめる事態となったためである。自民党から推薦候補の明らかな敗北は安保法案成立に

影響があるため立候補を断念するよう圧力があったとのこと。地方の政治を自らの利益のために

かき回す自民党を許してはならない。県職労では反自民の政治方針を堅持していく。 

 

 県議会議員選挙の告示が８月 28 日に迫っている。私たちの勤務・労働条件の改

善、労働者中心の政策実現のためにも、県議会の影響が大きい。すべての推薦候補

の必勝をめざし、９月６日の投票日に向け、各支部・分会からのさらなる支持拡大

を要請する。 

   盛岡選挙区                 （62歳 現職２期） 

   

花巻選挙区                   （55 歳 現職２期） 

  

北上選挙区                       （61歳 現職２期）             

 

北上選挙区     （58歳 新 人） 

 

一関選挙区                  （60 歳 新 人） 

 

 

 

 8 月 30 日告示、9月 6 日投票の釜石市議選に「後藤文雄」さん（65 歳 新人）を

推薦決定した。後藤さんは労働組合（全自交）出身、護憲、福祉・教育の充実を政

策に掲げ、働く者の立場で活動している。皆さんの支持・協力をお願いする。 


